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第 2集の1

根室地方の鮭鱒ふ化事業沿革

イく μ 

訓lfT組織のあ'ifjli;

ilfj，Nii的二よる自|点時人 riWf化試験 i工，
1t¥77 11 (1リ)治 10TJ) j特米間で始めわれ

た7J~ '}f 1:: {t!土|封ぽと'l'lll利iさ;lt， 1お討Oぺ勺i 
(οlゆ明リ川]治 1口:1{Iドtつ) を剖1;1限4以~Iり)終止符が 4打11たFヒニ れ，

l以、メよ川f後乏全j辺且[山的ド内Jに天然p注E臼g卵IJの{保呆J護草と魚)市百の
l司均列舶J幅ぜ杭[1'抗.'(μiこt弔'!i:，ソd点l

北泊海rJ，i道丘では 1討附821年下 ( 1切明F別川I、治 15勾年.)1問;1出l日j吋J払七
{使吏が廃され 3県 1同H同時i年今(代にとなつたわ

1884年(明治 171f)11 )J 29 [1 t"J: I在l

務/ti達第 37号をもって同業組介準 Wjを

発布 L，翌年 :1tJ根宝県甲第 8弓イ↑J達を
もってI"j".f: ι はその制Lfì を組織し);~約

を作 1)，県令のJZ口jを受けるよう布達し

た。そこで漁菜:者i土鰍併主人出11台，員I常

;主人組合，昆布常業人訓i.{j-などを組織し

規約を作 1)， 認可を受け 19年から実施

したパ次いぐ 19年，民向務省令泊 7り

をもって漁業組ifT準t1Ijが定められ，鮭，

怖，腕，昆布ーなど各その種類ごとに事Il{t

をお|織するものを第一類とし，iOI川湖沼

沿岸の地区で各種の漁業を出向しておjfT 

を組織するものを第二類と L，同一地区
内の各種主f-l{，は組織の変更を行ない，何

!?i;漁業組介， または水死物漁業主ll{j-と称
するようになっ?こっこの今， きらに 3県

1同が廃されて北海道げが置かれたσ

t1¥'与j也方円利 fT知識を¥L/lil，明治11.

敏夫

イ1.)右主I{'句会， ILイIi/1 '，序:人制 f7がで~， の

ち恨IJ;{外 .lt仏 t~ イlì Ij<~ 戸医科 li'iとなり， l()1r 

1 )j JLイ1)内定人制 it，2-! {J'-4 ) j 根主 l~
;{Ii刺l{'i， ~らに :\5 11恨主外 '1I，I¥LLイU/j， 
庁:f:11itと己主織され， 1りJ1fl411f'8汁2111 
W(ll-xして， -!2 11' 11 )J 25 11十民主外間 ltl;

/j¥.産主f1.{'iに併fTしている〉明治2011:2 

)j野以麻イliカミら床汁までのm¥莱呂をもっ
て眠中;常業人札lfTがlJ土立され， 23年鮭日

J丈人組合と合併して十1:~宝漁莱刻 l{t (1リj治

45千|二i;2立された恨宝漁業制1ftとは別)

となり，明治 36年 5)J根立外二郎水戸E
Hl{:;-，同 42~.t根主外四国;水庄和1 介と況

陪が大きくなったの主た，各'白主人組合

の日立古と同 II~ に根室 /J\.時物I~~;; 業人組 fT収

税「好も~I_定立さ〆htこっ

これら組織の慨要は別表のとおり日

伊I接-Ii子

北海j立の鮭鱒人 i鱒化事業の主主盤をfl'

ったのは初代北海道nJどli右中、I通俊のも
とで/J¥.%課長となった伊藤一|年にぬうと
ころが頁uニ多いc

伊藤 -I~は. 1895 与(安政 6 年1 に生 ~l， 
1880"f UIj灯台 13年)札幌倶γ:校第1t9Jiぺ業
後，同招使御用}}卜となり，七飯の勧業試験J;g

勤務物産品博物課兼製煉課勤務と転じ，つい

で水斥i探御用係に任ぜられ古ij記のようにjiJIj 
初代の水産課長となった《

「汁肢は 18R:11i (1リJYfi1 fiイr.)北J]¥協会
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在日I)¥f.L， 1i ;~;十日集り， -1ヒ海j白水庄のイ子
益事項を談話し，改良進歩を区lることを

日的とした。また 1885年(明治 18年)

:1 )jから「北4吋th会報告;を毎月発行し
品』礼各地通信，質疑応終などの有益事項

を載せたれしかし 1887{ド(lifJ治 20Jl-) 

ころまでは恨宝j也)jの漁業家や閃係官の

入会ははられなかったようで， Ahk ミ~rr:J

の会(!179れが翌fド35311となり|北水

協会被行 l の配イri数 666;'i[jの〉ち，針I1凶

:17， tH宅24とあり，丘央辺IHの先進 j也

に比べて，IJ¥ 17F. ti業の改良進歩にO(，J-Jる
知識のうど í~tはだいぶ:巨れたよ.') -"ιわる、

11すが~， . 'Ii年11，北海道1]より，11'¥: J!1:~ 物 ì:(~t

11漁法など視祭のため， 米|司へ派遣を117

ぜられ j十 1~86 'j (1サJITl 19 :1) K)j‘lO 

11 11'1先L， 1I i'fJJ也にJ321L 、てか，')乞忙/正111

に拘らず，似の人 l 月trf(ヒに|叫する lぬ， i-~~ を

協力に寄せているのす/包h1:) :人 l州打ヒ

の平1]1とi!日して， ，11・*Peiffよけ伝わった
|人川q化!について，天然の斉J'jIJに)j券

る)11'.fUとして， -r~人アシウオ F ス b 1:ひ

フェンネノレlもの ;t~~によれば l 天然リ主 Jiii 二

よれば， !f\t卵 3 千粒のうち時卵主\~魚とな

るものは 1尼に過ぎず，そのため 100石

の鮭を漁獲しようとするならぽ， 100 U 

LJ，i-，のま見魚を遡 f'，liiに卵させね;主ならず，

これに比べて， 人工附化によJllf仏000

粒のうち 5，500粒を附化することは宥坊

であるf:L，魚t魚町I化のやlifに最も熟練
なる米人アトキン氏の経験によれば 177' 

1立の自[7卵の中 9千平立を 1王['.の年齢に達成
させこれを川に欣つことも悶簿でなく，

Jllfこj切るまでに生長するものは，少なく

とも 80尾を下らないであろうコ実例の

ーっと Lて， 米|司サケラメントJ11の克川

マ、ソゲラウ卜に附化r~î を十， 'f.々 数下{

JJ'の児魚、を放流し た結果:，近Jflrij川鮭捕

獲iRjは 60万貰を増加したと報じ， さら

に，水道鮮明増殖対策として次のとおり

)il;べている。

本道河海の鮭魚、は未だi吠IIの兆候を見ざるも
一一[二人の如き地理に委しく f1.つ老練なる宿主主者

のあるのみならず近米各I"Iの近傍に移民のJ:N
ijll'Lするに従い益々?知的土慌になるべく1¥:1.1七
勢にて 1[-.むなくんば早晩減粍をうiぐた寸l円かに
して取締法を設け，右手を[苛くのみにては安IJ

収その繁殖を保つこと斯かるべしフトえだ著し

きi吠耗を来さざるうちに人工ふ化以、に甘くりきk
WLを二|るは，その欧米諮問のi)，~れを告げて而l

して僚，始めてとを行うより大いに件後なる

べし，然れども之を íj~、てなf結果を内んと慾
さは'1'(しくrr氏一致してiJIIHiせざるべからず
政に芥漁業組合に於て今上り積令をなして少

Lも'fくふ化所をJIけ，叉'点にIt、ては過、引に
る処に人ーなる n~llj坊を興 L ， JJl1を探りてIと合

技せしめ共の巡摘xに|耐える迄にIjぷせ;にとをP
NHI.::!lftiにてふ化所をぷけある作初公三二分.lJiL 
制10-はよをふ{ヒしてi"f水に}j)(iJftする迄の'伎町!
てとfl机することとなさば，只にiJ，l;(れをf¥1ぐに
止まらず，大いに収獲を席iJJIIし何るも悲し')¥ii
きにあら-rTIIJlJiなるときは人1.:ふ{ヒのji'iJ妻の
結以のみならず，漁民は鮭を以て各i'Iの所有

物と思い，これが捕獲をなすの念を越し，他

人のt尚三役するを傍観し!1巨はざるに烹るべく，
従って取締法;も能く行はるに手るべし， fl叉

ノ¥々が人しら化の方誌に熟するに烹らli，¥Ji 
奇なる種類の移績を図り，例えば択捉の主L怖

を{ì狩に禍Ilj の鮎を丙男i]に移し:f~B 々進んで
いJJ也の魚介は勿)，治欧米の水族を本近の戸fi，切に
移が(せしむるに至るべし，放に今本道に 1ü ，~1長
紫拘((上に最も必裂なる人工ふ化の業を起す

か，;/"iしくは魚、族の全くi成f込するをもばiみざ
るの二途にあり，諸朽考・考せよ、

また米医|漁ツ;ヲミの衣服もわがl司のもの

に比べ進歩したものを使用 Lているのに

L，帰国の際には持帰ることを恨じ

ている。すなわち 12月定の手紙に

当国漁民の清服を見るに実に本.~-~1漁夫の「サ
クリ や「ケットモジリ」叉ば|アゾシ|の

]七におらず， JjJUこl土，llji.き 1フランネノレlの



iシャツJ及(ヅボンシタ|合着し共上には
常の洋服(無論ドk手物なり)を蒜し海上其他

仕事に従事するときは其上に叉油市の上衣及

「ズボン lを着し，同質のヰより襟を蔽ふ
[ハット|を冠り足には薄き「ゴムjの長靴

を履き手には!享き毛の手袋をはめ居るが故，

M程寒き時なりとも叉は浪を冠るとも河中を
!漆まで浸し，仕事をなし居るも決して次類の

漏るる事なく，叉寒気に恐るることなく，身

体自rlJなり.小坐帰朝の節は漁夫の衣類一通

り持ち帰るべしえ々《

伊藤一隆の人工僻化奨励に対し，反対

する者もいたハすなわち伊藤一隆が米同

に滞空中，北水協会セ民の野中万喜は|司

会 ~I日守に~-f成川漁業概況」の一文を寄

せさらに|鮭繁嫡方法」として，米i主11)
ルフヲルニヤ川いナクラメント j可の併も長

魚のi去を施して繁殖しているのだが， ~ヒ

ild:J芭で ii-tで、i二鮭が減耗する兆が，W，えと
おり何らかの)j法を講じts:けれ;主ならJK

い，~魚の ìLには人工併化，天lèH昨化の

2種があるが， 人I附'{ヒi土日吉i1の'f't月]と

多数の人たを要するから，むしろ天造卵?

化の万が簡単で実効が多いと述べ， さら

に，千成川に実施Lているのは天;uij!ft化

であって，その慨j見合次のように述べて

いるハ

Jit:卵場は千歳惰より 1'，流 .(j欄舛(ウサクマ
イ)にやる 4!i"の間とすとを小分して 21刈、二

lii!i L t，j柵舞村立:1ノレエン|の 1-，IJltを;'¥";1 1メ'. Jt 
l'iltLを第21天としJt近傍主:川の産.tJIJ.こ;直する
ものを区外産卵と為す、 l而して応柵舞村より

/1別太(:f-iN川に注く刊f)の間凡21Wの治
川には常に監守人を派して鮭魚のi朔とを保護

せしむへ生U~\の斥卵場内に湖上するや共放卵
するのれきを窺し、， 先ず第 l 第 21可12<~の境界字

ノレエンに一種の網を張切り，(:(¥をして区外に出

入ぜしめずJL24 r時間な総て(鮎f1;l、の糊 tに
i出速あり，後れて至る)¥'魚をして充分欣卵せ
l !¥>べきII!jIHI::'t"1)，ふるが為たり}始めて;X¥1 

i ベ|人!の~，((r， ~é (，(!，いパめ r i!，\リ七 l よ }j，，"~ ，ソ/

JUIC'JlildトハI!IIく欽を11111)先企尖"，)L之，:l々木
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竿に結び付けたるもの〉捕獲終れは其網をJ散
し第2区内に群り居る魚の自由湖上を許すっ
第2区内の漁法も亦是に同じく輪次互に放卵
を保護し捕獲の老魚は土人の食餌に充てしむ

ものとす。第 llR.第2区産卵場に於て放卵せ

し鮭魚の数を算出するに老魚の数 14.020尾

とす今雄魚の統計3.759尾に対する雌魚、4.809

尾あるの割合よりすれば，老魚中雌魚、は7.867

尾32を得， これを放卵全終の魚とし， 叉雌

魚、4.809尾の在魚は l尾より 10分の 3は放

卵せるものと見倣し，此の 3分，即ちし442

尾7分を得，合計9.310尾0.2に1尾の卵粒凡

4.000を采すれば.37.248.000粒の放卵に当

れり，此内 10分の 5は水害其他の支障に係

り腐敗するものとするも，尚無慮18.624.000

杭をふ化する'，1;11合にして之に各支川のふ化数

を加ふるときは実にH大の繁舶なりと謂ふべ
L， 

かくして伊藤一隆は翌 1887年(IYJ治

201r) 10 T1帰l玉!と!日j叫に， 11)]北;J，1:tJ.I 

会大会を小待にli日催L，各会員ゃ有志を

脳集Lて帰車JJ報告ーを行った。

しかし米国式人 E併化法の採用につい

ては前記例のように'i'i界民間にも大きな

反対があったことは符易に了解されるが

当時説、.¥(llIJの考えとして. {ci続鉄杖氏が r~七泊ょ
の水産I56 ，;に紋せた一文を，}I用すると[ふ
化場のことなども，段初は鼻であしらい，ア

ンなことをして鮭が満足に育つものか. ;I1~み

もll1:い卵を搾り出して，人聞がふ化してや

る勺 n主8JlHを1阪からIt¥して育てるとIriJじ
だと笠うそぶL、て肘たものだが，数斗の後に

多少の効:栄が見えHiしたので，如何に頑}'(な
ilW等で、も事尖のがlには24焔も kらず，それ
かといふて全く降参するのも胸糞が必い，仕

係市ソ工しの御，tE:亘_.近頃は魚、の71'1が小さくな
った吋擦りとムーうような，大きなやつはちつ
とも獲れない内ピンが多くなった内これは自
然の政卵の邪魔する為に大きいのがなくなり

8 )jffを育てるからピンがふえるのである・-
とは 30年時lの老漁業者の話。

Jド ~i[ff~，抗議の防{尽をかんぜ、んと排 L ， i目

土1，'L ")ζ 三l-:に勺 i)，ついに 1887{I>' 

(1リJi{!21{1) ~í ーン州ハツケス rド
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ド ~wr化i坊に範をとり， 千歳川ウツサプに

'(f設 1，000万粒収容の一大酔化場を建l泣

したのであるc

このときの職員は， 主任勝村信占，鴨

川i斉，酒井宮次郎，今周之盃，児玉亥八
小谷佐!l1J，小松鉄造の諸氏であったc

かくて 1894"f (明治 27年)道庁を砕

するまでのfl¥J.氷ド魚、釣漁法，綿網の使

用， {fri:!)(調整， さらには長'白'渡辺千秋に

随行して道内祝祭を九:し， ;):売の改良進

歩を説くとともに，鮭人 L僻化について

もこれを奨励勧誘L，ために， 多くの民
投勝化場設立を見，今1]泥炭の基盤を造

成したものである。

IF長十、I信古

米同から帰判jした伊藤下査の子によっ

て1888'4. (明治 21年〕千成魚j人工附{ヒ

場建設の莱が始められるに当って，その

主任に勝村{斤古を採用し相共に水 ìN~ を~~(

ねて，千歳川の上流に豊富な湧水源を発

見し，道内始めての '(r;~~ ・ jdW1化iめが建

，;生されたのであるわ

lMe村は 1863-ir (之;久 3年) 10)]211 
和歌山rli北IlIJに生れ，明治 21午札幌法

学校卒業と同時に技子見習として ;J(産課

jjlJ J努となり，若冠 25U長で同場i:任とな

1) ，以米技術去として全道附化場建設に

~wr化事業指導勧誘iこ献身的に尽力 L ，斯

1E不杓の功績を残しているものであるわ
後水康教育にもた Fさはり 19:171y (1昭
和 12"le) 4 )13011*5;くに病のため74;¥え

をもって亡くなったのて、あるが， 1893'ii 

( IIJ]治 26~ド)から 3 111Ul，多大の苦心

と勿)Jにより川県湖の姫鱒('1]H与カバチ

ェアホ)を主後j洲に移司i(L，大成功会収

山，L:J、米支今えj湖より ~':lr，lI'ドjに移91i'íιh Å:~ 1: 

肘1j-~:i，i~日 i 二.\-， Iニこと L)..:き、であ

る(後年和井内点1jが交攻i1胡から 1，可魚を
十和田湖に移植した話はあまりにも有名

である) l 
藤村は千歳~Wf、化場で!第 1 期」すなわ l

ち明治 21年度のさげ稚魚約 140:;J粒の 1

放j況を終り， 22年 7月命によって択捉|

島沙那川臼夜に幣化場適地の&IHEを命ぜ|

られた。このとき藤村は紅鱒の僻化も行 l

なL、たいと思った。これは後年半間芳男|

氏(現北海道鮭鱒増値漁業協同組合長) i 

に語ったところによれば(トウロ湖には|

紅鱒が産卵澗j砕することを知り， ウルモ

ベツとともに人工併化を行なって， この

世乏な種類の繁殖を凶るべきだJ という

ことですでにすぐれた識見を持ってい

Tこれ

ここの調査をすませ， 8 JJ 26 H tl~ 宝

に上陪 L，i毎路標津に渡り，楳津川沿い

に山中に人 1)，凶別川;J(i原を探った。こ

の寄り道は，命によったものか，根室の

漁業家(このときは魚i常業人組fVはあっ
たが，根室漁業組fTはなかったようであ
る)の意見によったものか，あるいは根

室主庁の要請によったものかわからな

L、c 斗i向指尊勧誘のWlであったことから
1FT;号によったものであろう。このときの

行料を l北水協会報伝!によると

30日恨室を発し標津に行き1I1道を辿りて商
別ノk源を採るヘ標F牲をJi'rIる15恩の処にして
水質清潔なる湧[.1の11;i悶なる一大ふ化場を設
問L.商別本川はな1)論，標津， ;'I4!Jl及び到1I路
の諸川に魚)討を群殖すべき地位に適せり内

とあり， これは 11]]かに人工附化場設置を

前提とした第 11旦!の実地見出]と見られ

るη 開拓使|時代から天然、繁船場として 'IJ

:(，であったろう t，さらに根室支庁では

liij1f主で，すと[1を派.is:lていた惇である
ところ力、[:)， tH~~ 之:Ij に \lll寄り '1i: 'II'I ~ ll]~ 



JI~ L， tH'~{一標津 [i4jJIJ (実は虹別であ

るが次項に述べる)一標茶 封11路一面111'(

の行程を辿ったものと思われる。

さらに藤村は，羅臼，標津沿岸の忠類

外5ケ川で種川氏I/{]設定の事情をきき，

保護費として金:no円を官給のう7をとっ
たものとJILlわれる(この川jllについては

不明であるが，羅臼，蒸別， JB知，伊茶
仁，楳津が考えられる。

このときの勝村の行程11難じゅうを極

めたものと思われる。標津から虹別まで

の事情について，故内海電左衛門氏(明

治44年から昭和6年まで幽別附化場勤

務)は|今でこそ根室!京野はJlfrくの立IIく
四通八達したが， え日与は准 i人として，

あの同別原野に同一住しようとするおIもな

く，会:く不毛のi也で唯僅かに両男Ij(虹

別)標津の貧出版まる桝化場があり，そ

の他は曲目IjJI j_f:-.流に J~ 人の小部落があう

たのみである。政に根室原野は旧土人が

熊や狐の捕獲場所の如き観があった。~号

;命当IIIはiロ!とし、う inJには大小に拘らず純一

鱒が洲LL，別に他からの密漁がある『沢

でなく， 1日土人が必要なだけ食料にこれ

を捕獲するくらいで，その他は何れも熊

やその他の野獣の常食であったc 員1鱒は

天然Jil:sfJ tこ委されておったこともむろん

である lと述べており，それよりさらに

22 ~}'-も仰のことであるから Híーして知l ら

れるところであるわ

越えて翌日90年 (1リJifi 23 ~ド)似立で

は) fMi， j抗日:主人制l(了が{tli'rj して似主i，((¥

!:\~匙j 台をぷ立した|この ~rl 工凶 ;JIJ 魚L 人 l

ijjfr 1ヒH/)["ilj ~泣が{おっ ft 土てんヵ、ハ考えろ

と， 二のよこ山中11. \/が促進さ，f{.，"~I，)七に

組織されたものとも忠Jつれる」

2月， )藤村は技手となり， i昨i{of1J刷新

設耐化場を視察L， 4月には夜、用で郷里

和歌山へ帰り，次いで近江国西川養魚、1坊

を視察し， 6月岩内部幌似川の鮭繁殖事

業の視察をすませ， 7月には再び択捉品

に渡り， トウ戸湖から紅鱒採卵を行な

い， 22，400粒を持ち帰っている心なお

二のとき，同別作l化場新設に当り，根室

漁業組合役員とともに位置の選定を行な

い，工事の設計指導もrrIJ:c 、11)1411
札幌へ帰った。

1891年(明治24年) 4 jj 8 Ll制定，

市円および標津ー漁業組合の申請に基づい

て附化場位置選定を行ない， さらに道庁

長官渡辺千秋と水産課長伊勝一隆のj庄内

視察にH:掛けた後を追うように， fI'F年に
引杭L、て 11月14日から 12)-] 6日まで

の:+l張で， f尺捉 I~~Jで紅鱒採卵を行った

が，途中標津沿岸を視察し標津漁莱会に

立寄った。このときには標津， bJ梨の Ir[，j

1¥1;保護M川を視察したと忠、われるし，翌

年創立の羅f]，薫}]I]，忠類，標津の各人

L僻化J易のうち，標津をl徐き，位置の選

';E， 工事i北"十ごどしたものと思われるわ

18i12 l'ド(明治 25年)にも択捉品へ渡

り紅鱒採卵をfjったが，先限tJ-IJ(l後;天候

i'J ¥Jlo'，';¥ に忠く，骨;if堤がなくなり空しくjii

東されてしまった。

lδ9:-1 ':r. (llj]1台 26~n ド"I');r引胡から主 4dJ

iNJへ力パ子エツポ(姫鱒)合移舶し 3 

待問継続しιJ
19021f (明治35年)道庁技師となり

.1仁IIljiu/Jリil，~ l-t心除均以と i.c/ ) I二
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